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本年度より工学部長を拝命しております情報系学科の阿部と申します。よ
ろしくお願い申し上げます。過去４年間に渡り工学部副学部長を仰せつ

かっておりましたが、その間、同窓会や同窓生の皆様には大変お世話になりま
した。ここに心よりお礼を申し上げるとともに、幾つかの事例を紹介させて頂
きます。
　第一に就職関係です。毎年OBやOGの方々に企業説明会を開催して頂いてお
ります。比較的若い方々に来て頂くことが多く、岡大生の目線で説明して頂け
るため、学生らにも好評です。第二は教育に関わる支援です。「実践コミュニ
ケーション論注１」では、工学部同窓会を通じて非常勤講師をお願いしていま
す。この講義では、異なる価値観の人々と働くために必要となる「社会人基礎
力」を鍛えます。非常勤講師の先生方には、豊富な社会人経験に基づいて、多
様な考え方やコミュニケーション方法をご指導頂いております。第三は海外研
修への協力です。工学部では28年度から海外短期研修プログラム注２（DIG：
Dive Into Global society) を開催しています。この研修の目的は、海外へ思い
切って出て行って、グローバル化を身近な現象と捉え、自らの将来との関わり
を考えることです。毎年９月にタイペイ（台湾）、３月にバンコク（タイ王
国）で開催しています。毎回30人弱が参加しています。学年・学科混合でユ
ニークなグループ活動となっています。この活動の目玉は、海外の日本企業を
訪問し、日本人の社長、営業部長や若手社員の方々から、現地での工夫、苦
労、楽しさや、海外赴任の経緯など、生々しい話をお聞きすることです。タイ
ペイでは滝澤鉄工所様、バンコクでは倉敷化工様の工場を見学させて頂いてお
ります。このユニークな研修が実現できたのも、岡山大学の同窓生の温かい支
援のおかげです。心より感謝申し上げます。
　さて、昨年から工学系の教育改革が活発に議論注３されています。イノベー
ティブな人材を育成できていないという問題意識です。施策の１つに「産学共
同教育体制の構築」が挙げられています。この観点からすると、先に述べた同
窓会との連携はよいアプローチだと感じています。一方、社会人の学び直しも
重要な観点となっています。学び直しの目的は、卒業後の年数に応じて異なる
でしょう。グローバルに活躍するために博士号を取得したい、最新技術を俯瞰
したい、などでしょうか？学び直したいときは、いつでも母校においでくださ
い。大学としても同窓生の皆様の御要望に応えたいと考えています。このよう
に今後もますます同窓会や同窓生の皆様との連携が深まる方向にあると思って
います。秋のホームカミングデイにも是非お越しください。今後ともよろしく
お願い申し上げます。

　注１：http://www.e.okayama-u.ac.jp/practice_communication/index.html
　注２：https://www.eng.okayama-u.ac.jp/topix/2632/
　注３：「大学における工学系教育の在り方に関する検討委員会」
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大学教育と同窓会や同窓生の皆様との関わり



新入生の皆様、同時に、工学部同窓会新会員の皆様、岡山大学工学部に入学
され、大学生活も軌道に乗りつつある頃と思います。初心を忘れず、この

恵まれた岡山大学でぜひとも良いものを得ていただきたいと願っています。
　さて、工学部が昭和35年（1960年）４月１日に機械工学科と工業化学科の２
学科（定員各40名）で設立されて以来、学科増、定員増を伴って学部が発展
し、同窓会会員は、現在20,000名を超えています。また、現旧教員も工学部同
窓会正会員です。
　工学部同窓会は、各学科（系学科）を基盤とした学科同窓会があり、また工学
部同窓会OBを中心にした、関東支部、関西支部、岡山支部の３支部があります。
　幅広い年代で、また、国内外の多種多様な分野の第一線で活躍されている
OBが同窓会を通してつながり合うことができ、また、それが新たな力を生み
出す契機となれば素晴らしいと思います。
　同窓会として、皆様のご健勝とご活躍を心からお祈りしています。また、同
窓会へのご理解とご支援をよろしくお願い致します。　
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①   会員名簿の整備：工学部同窓会は、在学生、卒業生、現旧教員が正会員です。現在は、
冊子体での名簿発行は行わず、電子媒体での情報管理を小野高速印刷㈱に委託していま
す。また、定期的に名簿調査を行っています。同窓会活動のために名簿情報の必要な方
は、工学部同窓会事務局にご相談ください。

②  「岡山大学工学部同窓会報」の発行：毎年、８月初旬に学内外の同窓会情報を会報とし
て発行しています。 会報が、会員相互の情報交換、世代を超えた人的な交流の要になる
ことを願っています。会員からの寄稿も歓迎しています。

③  「岡山大学スーパーグローバルホームカミングデイ」（毎年10月）における工学部同窓会総
会、報告会、懇親会の開催：大学全体で様々な企画があります。会報を参照下さい。

④  各学科同窓会による、学生の就職支援、OBによる企業紹介、講演会などの開催、及び学
科の教育活動支援：在学生とOB相互に役立つ情報交流の場を設定しています。

⑤  支部活動支援：関東支部、関西支部、岡山支部の活動を支援しています。

⑥  岡山大学Alumni（全学同窓会）との協力

⑦  会費のお願い：主として入学時またはその後の会費と、会員からの寄付金が活動の原資です。
  会費は、岡山大学Alumni（全学同窓会）会費10,000円と工学部同窓会会費10,000円の合計

20,000円を入学時にお願いしています。また、卒業生、教職員の皆様からは多額のご寄付を
お寄せいただいており（寄付者一覧、会計報告参照）、ご支援に厚くお礼申し上げます。入
学時に納入できなかった方には、後日、納入の依頼を送らせていただいています。

⑧  同窓会活動は、代表幹事と各学科から選出された学内幹事・学外幹事による幹事会により運
営されています。詳細は、各学科の学内幹事または事務局にお尋ねください。

工学部同窓会の活動
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「工学部同窓会からのご挨拶」



柳瀬　眞一郎
機械システム系学科

退職にあたって

　退職したからといって特に書けるようなお話はありま
せんが、よもやま話をつづってみたいと思います。わた
しは博士課程を修了後、直ちに岡山大学に就職し、その
まま定年を迎えたので職場は岡山大学だけで他は全く経
験がありませんが、まあ自分にとってはいい職場であっ
たのかと思っています。その理由としましては自分の好
きな研究をし、書きたい本を書き、学者らしい生活を送
らせていただいたからと申しておきましょう。
　最初に働いたのは工学部共通講座の工業数学講座で、
山本恭二教授の助手から始まりました。実は助手を長く
続けてのんびりとした大学教員生活を送りたかったので
すが、講義をする人間が必要ということで２年ほどで講
師にしていただきまして、年間４コマの応用数学の講義
をすることになりました。ただ、卒研や修論の学生は機
械工学科、応用機械工学科の学生が回って来て、実質的
に機械・応用機械工学科のメンバーとして過ごしました。
ただ後からわかったのですが、本当の機械・応用機械学
科の教員と比べれば格段に雑用の少ない恵まれた職場で
した。結構時間があったので専門の流体力学の本やら、
応用数学関係の本を読みふけりましたが、その経験は後
に役に立っています。また余裕があったので、コンピュ
ータソフトの開発もやりました。特にスペクトル法によ
る流体方程式の解法に関するプログラム開発にかなり時
間をかけて行うことができたのは大変ありがたかったで
す。今から思えばその頃の学生はまだソフトウェア開発
に興味のある学生も多く、一緒に開発することができた
のは懐かしい思い出です。
　ただ世の中はそう楽しいことばかりではありません。
やっと共通講座の応用解析学講座で教授にしていただい
たと思ったら、突然共通講座は解体し各学
科に分属しなさいという決定がなされ、わ
たしは機械工学科へ分属となりました。そ
こから忙しい日々が始まってしまいまし
た。講座名はなぜか機械基礎学で少しへん
な名前と思いましたがそう言われたので仕
方ありませんでした。要するに、工学基礎
の微分積分学や線形代数、力学などの講義
を担当しなさいということでした。まあこ
れらの科目は嫌いでもなかったので喜んで
講義をさせていただきました。仕事として
忙しかったのは何と言っても教務委員で、

これは大変な仕事だと思いました。特に試行でクォータ
ー授業をやると言われたため、そのための時間割作成を
一人ですることになりましたが、クォーター授業は結局
大失敗で、数年でやめることになりました。最近またや
っているのはいかがなものかと思います。そうこうしな
がら機械基礎学の仕事に慣れたころ、わたしよりも先に
機械工学科の流体工学研究室の教授へ移られていた山本
先生が退職となり、わたしに次期教授選考を考えたらと
いう話がありました。いろいろと人材を探していたので
すがこれはと思う人には逃げられたりで選考が難航して
いたころ、わたしに流体工学の教授に移らないかという
話があり、深く考えずなんとなく引き受けました。
　それが大変なことになりました。この時点までは、ど
ちらかと言えば工学部内の目立たない場所を歩いてきた
ものが、突然日の当たる・目立つ場所に入ってしまい、
若干目がくらんでしまいました。わたしは無知なことに
ほとんど理解していなかったのですが、流体工学は機械
工学では特に重要な研究分野で、わたしは自動的に工学
部でも重要な研究室の教授、つまりボスになってしまっ
たわけです。そうなってから急にあわてて流体工学に適
した、つまり実験を含む応用研究もしなければいけない
と思い立ち、柄にもなく力んでしまってそのようにした
んですが、これまでそんな研究をしたことがなく、あま
り実際の役に立たない流体の理論的・数値的研究にいそ
しんでいたものがすぐに切り替えられるわけもなく、数
年間は研究成果が出ず苦労をしました。幸運なことに４
年ほどたってまあまあの成果が出るようになり、何とか
やっていけるようになりました。流体の教授は 12 年間
務めましたが、非常に密度の濃い 12 年間で、いいこと
も悪いこともいっぱいありましたが、とにかくやりがい
のあるポストでした。
　退職後は、なるべくみなさんにご迷惑をおかけしない
ようひっそりと生活を送る予定です。多くの方々にお世
話になりましたがろくにお礼もできませんでしたので、
この場をお借りして深く感謝申し上げたいと存じます。
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渡邊　桂吾
機械システム系学科

約 40 年の大学教員を振り返って

　平成 30 年３月 31 日をもちまして、定年退職を無事、
迎えることが出来ました。以下では、38 年３ヶ月の旧
国立大学での教員生活を、簡単に振り返ってみることに
しました。
　私は、昭和 53 年３月に徳島大学大学院工学研究科修
士課程を修了し、民間企業等での勤務を経て、昭和 55
年１月に九州大学工学部助手（航空工学科）になり、昭
和 59 年 11 月に論文博士として工学博士を頂いたのを契
機に、その当時ではまだ珍しかった公募にて、昭和 60
年４月静岡大学工業短期大学部助教授に採用されまし
た。この種の組織は、現在の夜間主コースの前身であり、
学生へのサービスは教育が主であることから、昼間は自
分自身での研究に没頭できる時間に恵まれている反面、
学生らとの共同制作や実験の機会がないことから、知人
の紹介により平成２年４月佐賀大学理工学部助教授へと
転出しました。当時、殆どの地方大学にも博士後期課程
が設立されつつあり、佐賀大学へ移った理由は、とりも
なおさずこの後期課程の教育研究や運営を託されたこと
によるものでありました。そのことから、平成５年４月
には教授にして頂き、また平成 10 年４月からは独立専
攻（生体機能システム制御工学専攻）で 11 年間、特に
博士後期課程の学生の教育研究に邁進してきました。が
しかし、この 11 年間は盆も正月も全くない状態と言っ
ても過言ではない「馬車馬のごとくの」教員生活で、思
うところあり平成 21 年４月に本大学に転出してきた次
第です。
　研究活動におきましては、徳島大学時代に、添田喬教
授・芳村敏夫助教授・小西克信助手先生からなる機械力
学研究室で培った確率統計手法による推定と制御を始め
とし、ファジィ、ニューロ、GA 等を用いたインテリジ
ェント制御とその各種ロボット制御への応用に関する
研究を推進し、非ホロノミック移動体の制御、全方向
移動ロボット、水中ロボット（マンタロボット、X ４
-AUV）の制御、飛行ロボット（マルチロータ型、ブリ
ンプ型）の研究など数多くの業績をあげることができま
した。成果として、著書・論文においては、44 編の著書、
313 編の原著論文、601 編の国際会議プロシーディング
スを発表することができ、これまでに、佐賀大と岡山大
で計 36 名の博士後期課程の人材を輩出することもでき
ました。
　一方、学会活動では、ICCAS-SICE 2009 組織委員長、

SCIS & ISIS 2010 実行委員長、FAN2017 実行委員長、
SICE 常務理事（2009 ～ 2010）を歴任し、平成 21 年に
は日本機械学会フェローに、平成 25 年には計測自動制
御学会フェローに選出されました。社会貢献としまして
は、国内では、日本学術会議専門委員、日本学術振興会
にて科研費審査委員、特別研究員審査委員などを拝命し
ました。また、アジア諸国の大学支援、特にマレーシア、
インドネシア、ミャンマーなどの大学の学外研究評価委
員、国際シンポジウム運営協力、教育・研究立上げ支援
等を行ってきました。
　定年制度は、英国を除くヨーロッパやアジア諸国には
存在しますが、カナダ、米国、オーストラリア、ニュー
ジーランドなどにはないようです。特に、わが国では、
昨今、人生 100 年という言葉が良く聞かれるようになり、
少子高齢化社会での働き方の検討を政府が行なっている
真最中であります。近い将来には、わが国の人口構造が
逆ピラミッドにより強くなることから、働き世代をより
高齢の人々にまで頼るしかなく、定年が 70 歳前後とな
るか、英国や米国のように定年年齢のない大学も出てく
るかもしれません。
　なお、私事ですが、この４月より引き続き自然科学研
究科にて教授（特任）として、学生の教育・研究、およ
び研究室の運営を任されております。特別契約職ですの
で、いつまでこれが続くか不透明ですが、有難く感謝し
ております。本学での定年退職までの期間は、大学教員
生活の約１/ ４の９年間ではありましたが、非常に充実
したものでありました。これも皆様方のお蔭だと感謝し
ております。最後に、皆様のご多幸とご健勝をお祈りい
たします。
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　同窓生の皆様、旧教職員の皆様
におかれましては、ますますご健
勝のこととお慶び申し上げます。
　機械システム系学科は、1960年
に工学部設立と同時に前身の機械
工学科として設立されて以来、改
組を経ながら59年目を迎えていま
す。工学部の基幹を成す分野であ

り、ここ数年は学生の就職も極めて好調で大半の学生が
ほぼ希望の就職先に合格する状況です。現在、就職学生
に産業界で求められる能力としては、専門知識だけでなく
課題解決能力やコミュニケーション能力がありますが、機
械工学コースでは早くからこういった能力の育成にも注力
しています。また、同窓生の皆様のご活躍が当コース学生
の高い評価にも繋がっており、厚く御礼申し上げます。 
　一方、2017年版ものづくり白書によると、かつては「も
のづくり立国」と称された日本ですが実際に就業者数に
占める製造業従事者の比率は16.4%（2014年度）であり、
2000年度の20.5％から減少の一途を辿っています。しか
も、中国28.7％、ドイツ19.6％などと比較しても低く、就
業者数の点では、もはやものづくり立国といえない状況に
あります。また、経済産業省の報告では、技術者の人材
不足が常に懸念され、特に５年後以降にはIT分野以上に
機械工学分野の人材が大幅に不足することも指摘されて
います（2018/４/25日本経済新聞）。ただし、製造業従事
者の平均所得はそのほかの業種よりも高くなりつつあり、

最新のデータでは日本国内での製造業が盛んな地域の所
得水準が高いことも周知されつつあります。こういった状
況が工学部、ならびに機械システム系学科の人気の後押
しとなってくれることを願っております。
　教職員も機械システム系技術者育成の重要性を改め
て認識し、より質の高い教育の実施に努めるとともに、
スーパーグローバル大学創成支援事業（SGU）、研究大
学強化促進事業、ならびに持続可能な開発目標（SDGs）
への取組みの下で、企業との共同研究をはじめ、科学研
究費補助金や受託研究など多くの外部資金を獲得し、研
究の推進とそれを通じた実践力のある人材の育成に尽力
しております。同窓生の皆様におかれましても今後とも
ご支援、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
　最後になりましたが、2016年５月以降の機械工学コー
スの人事異動は以下の通りです。
　【退職】  柳瀬 眞一郎 教授（2018年３月、現在、岡山大

学 教授（特任））
　【転出】   木之下 博 准教授（2017年３月、現在、兵庫県

立大学 教授）
　     春木 直人 准教授（2017年３月、現在、岡山県

立大学 教授）
　  中田 隼矢 助教（2017年９月、現在、岐阜大学 

准教授）
　【着任】   児玉紘幸 講師（2017年４月）
　  塩田　忠 准教授（2018年４月）
　【昇任】  山田　寛 講師（2018年４月）

　同窓生の皆様、お元気にお過ご
しでしょうか。平成30年度電気
通信系学科長をしております横平
と申します。出生率が減少し続け
る中、当学科の入試倍率は２倍前
後で推移しており、依然としてや
や厳しい状況が続いております。
一方、学生の出口に目を向けます
と、景気回復が伝えられている昨

今、学生の就活状況は益々売り手市場となり、当学科に
とっては嬉しい状況が続いております。同窓生の皆様方

には、高校生の保護者の知り合いに当学科をアピールし
ていただくと同時に、皆様ご自身の会社や知り合いの会
社の方に、当学科の卒業生を積極的に採用していただく
ようお願いする次第でございます。
　さて、当学科の近況報告として致しまして、（１）当
学科教育カリキュラムの３コース化、（２）当学科と情
報系学科を中心に進めている文部科学省教育プログラム
enPiTの実施状況について書かせていただきます。

⑴ 当学科教育カリキュラムの３コース化
　平成23年度工学部改組により、以前の電気電子工学

機械システム系学科
機械工学コースの近況

学科の最近の話題

電気通信系学科の近況報告

機械システム系学科・学科長　岡田　　晃

電気通信系学科・学科長　横平　徳美
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科と通信ネットワークを統合して電気通信系学科が設立
されましたが、その際、教育カリキュラムは、旧学科に
対応して、電気電子工学コースと通信ネットワークコー
スの２コース制で開始されました。学生は２年生後期か
らいずれかのコースに配属され、研究室配属も、各コー
スに関連した研究室にのみ配属されていました。しかし、
このままでは旧学科の垣根がいつまでも続き、真の意味
での統合は難しいという議論になりました。そこで、コー
スについては、高校生によりわかり易くするために、エ
ネルギー制御コース、知能エレクトロニクスコース、ネッ
トワーク工学コースという３コース制にした上で、コー
ス配属と研究室配属を独立させる、すなわち、どのコー
スに配属されようとも、どの研究室にも配属できるとい
うようにしました。このようにすることにより、学科と
しての一体感が格段に強まると考えています。

⑵  当学科と情報系学科を中心に進めている文部科学省
教育プログラムenPiTの実施状況

　IoT （Interne t o f Th ings）、ビッグデータ、AI、
セキュリティ等の分野の重要性が叫ばれる中、情報技術
やネットワーク技術に関する実践的な講義・演習を実
施すべきであろうというポリシーのもとに、文部科学
省は、enPiT （Educat ion Network for Pract i ca l 
In f o rmat i on Techno l og i e s）という教育プログラ
ムを平成24年に立ち上げました。enPiTの対象は修士
学生でしたが、効果がすばらしいということで、平成
28年度には学部生を対象とした同じ名前の教育プログ
ラム（以下、enPiT２と呼びます）を立ち上げました。
岡山大学は、enPiT２のセキュリティ分野（enPiT２
-Secur i tyと呼びます）に、東北大学を中心とする10

の大学と連携して共同で申請し採択されました。当学科
と情報系学科が岡山大学におけるenPiT２-Secur i ty
の実施主体となっており、平成28年度のトライアルを
経て、平成29年度が本格実施の開始年度になりました。
enPiT２-Secur i tyでは、連携する大学の各学生は、
自分の所属する大学が提供する講義・演習科目を受講で
きるとともに、他大学が開講する講義・演習科目も受講
することができます。岡山大学工学部では、1つの座学
科目（セキュリティ総論E）と３つのPBL演習科目を提
供しました。これらの科目の受講者は、岡山大学工学部
の他、京都大学、九州大学、北九州市立大学、岡山理科
大学でした。このように、enPiT２-Secur i tyの講義・
演習を受けることにより、最新の実践的なセキュリティ
技術を学べるとともに、他大学の学生と交流できること
が魅力となっています。enPiT２-Secur i tyでは、あ
る一定数の科目を受講して単位を取得した場合、セキュ
リティに関する一定の知識を得たということで、修了証
を与えています。平成29年度は、全国で約200人が修了
しましたが、そのうち岡山大学工学部の学生は約80人
であり、5分の２を占めています。平成30年度では、修
了を目指す岡山大学工学部の学生は100人を超えており
ます。enPiT２-Secur i tyでは、講義や演習で協力し
ていただく企業を募集しております。興味のある方は、
https ://www.seccap . jp/bas ic/のサイトを見てい
ただけたらと思います。
　最後に、岡山大学ホームカミングデイ2018が、10月
20日（土）に開催される予定です。当学科では、当日あ
るいはその前後の日に、イベントを計画しております。
皆様、是非、岡山まで来ていただけたらと思っておりま
す。よろしくお願い致します。

　平成30年度の学科長を仰せつかりました谷口です。就職
担当も行っております。平成28年度末に理事・副学長を終
え、１年間の復帰準備をさせて頂きました。
　情報系学科は、教授７名、准教授３名、講師３名、助教
７名の計20名体制（さらに、助手１名）で教育と研究を進
めております。昨年４月にZeynep助教が着任して以来、
変更はありません。なお、阿部教授は、今年度より工学部
長としてもご活躍されています。
　平成28年度から導入した「60分４学期制」は、３年目に
入り、実施に基づく反省や改良を行い、着実に実行してい
ます。また、セキュリティ教育を推進するenPiT事業にも

積極的に参加しており、学生の参加も進んでいます。学生
は、学部学生だけではなく大学院学生の参加も積極的です。
情報分野において、セキュリティに関する知識や技術は重
要化していますので、専門科目としての取り組みも強化し
て行くことを検討しています。
　学生の就職活動は、先輩方のご協力を頂き順調です。学
部学生20名程度と大学院学生の大半が就職予定です。「売
り手市場」であることに加え、「IoT、AI、ビッグデータ処
理」といったキーワードが着目されていますので、多くの企
業からの求人希望を頂いております。特に、「一見、情報
分野とは無縁」と思える企業の方の訪問も受けており、「初

情報系学科・学科長　谷口　秀夫情報系学科の近況
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めて情報系学科に挨拶に来た」という企業も数社あります。
情報人材獲得の要求が非常に多いことを感じた次第です。
　なお、以下の日程でオープンキャンパスとホームカミ
ングデイを実施します。
　・オープンキャンパス
　　　平成30年８月９日と10日
　・ホームカミングデイ
　　　平成30年10月20日
　お立ち寄り頂き、現在の大学の雰囲気を味わっていた
だきたいと思います。
　末筆ではございますが、皆様のご多幸とご健勝ならび
にご活躍をお祈り申し上げます。今後も、よろしくお願
いいたします。

　同窓生の皆様、ならびに旧教
職員の皆様におかれましては、ま
すますご清祥にお過ごしのことと
拝察申し上げます。学科を代表し
て、本学科の近況をご報告させて
いただきます。
　まず、前会報以降に生じた当学
科の教職員の移動については、
平成29年８月末をもって水谷昭文 

助教（ナノバイオシステム分子設計学）が任期満了によ
り、また平成30年３月末をもって林秀考 准教授（無機物
性化学）がご定年により、小西敏功 助教（無機バイオ材
料工学）が転出により、岡山大学をご退職されました。
一方、新たに本学科の教員として、平成29年12月に溝口
玄樹 助教（生物有機化学）、平成30年４月に岡田宣宏 
助教（ナノバイオシステム分子設計学）が着任されまし
た。くわえて、平成30年４月付で増田潤子 助教（１分子
設計学）がWTT（ウーマン・テニュア・トラック）教員
からテニュア教員に、寺西貴志 准教授（無機物性化学）
が助教から内部昇任されております。
　次に、学部教育については、平成28年度に導入され
た「60分授業・４学期制」も３年目となり、教職員、学
生にすっかりと定着した感があります。従来の90分授
業を、10分間の休憩をはさんで60分×２の授業へと変え
ることで、学生の学習量の増加を図り、学生の理解度を
高めることを期したわけですが、さらに平成29年度から

は、４学期制のメリットを最大限に生かすべく、４年生
の研究室配属の時期を３年生４学期からとし、従来から
３ヶ月ほど前倒いたしました。これにより、卒業予定者
から新４年生へとスムーズな研究テーマの引き継ぎが可
能となり、早期に卒業研究をスタートできるようになり
ました。
　一方、大学院教育に関して、本学科は、平成27年度か
ら応用化学専攻と生命医用工学専攻の２専攻体制となっ
ておりましたが、平成30年４月をもって医用生命工学専
攻は大学院自然科学研究科から独立し、大学院ヘルスシ
ステム統合科学研究科ヘルスシステム統合科学専攻へと
発展的に改組されております。このため、旧物質応用化
学科と旧生物機能工学科が統合し、平成23年に誕生した
本学科ではありますが、10年を待たずして大学院におい
ては、それぞれの教育研究分野が理想とする姿を求め、
新たな道へと進み始めたところです。
　このように本学科は、大学を取り巻く環境の変化に対
応して、柔軟にその形を変化させておりますが、工業化
学科（昭和35年設置）に始まる創成期から培われてきた
学科の理念や雰囲気は、綿々と受け継いでおります。秋
には恒例のホームカミングデイも予定されておりますの
で、是非ともお立ち寄りいただき、先輩諸氏からのご指
導ご鞭撻を頂けますと幸いに存じます。

化学生命系学科（旧物質応用化学科・
旧生物機能工学科）の近況報告

化学生命系学科・学科長　藤井　達生



工学部同窓会報告会

日　時：2018年10月20日（土）15：30－16：30（受付開始：15：00）
場　所：岡山大学工学部１号館１番教室（本館１階）
１）工学部同窓会の活動と課題について（工学部同窓会代表幹事、他）
　　支部活動（関東、関西、岡山）についてもご報告いたします。
２）工学部の最近の活動について（工学部副学部長）
３）大学院自然科学研究科の現状について（大学院自然科学研究科副研究科長）
４）意見交換

工学部同窓会懇親会（17：00−18：30；受付開始 16：30）

　同窓生と工学部現旧教員を交えた懇親の時をもち、いろいろな情報交換や旧交を温める機会としたいと
思います。気軽に参加して下さい。
場　　所：岡山大学生協南福利施設（ピーチユニオン４階）
懇親会費：2,000円（含アルコール：工学部同窓会報告会受付にてお支払いください）

2018年度　工学部同窓会報告会・懇親会のご案内

　岡山大学工学部同窓会では、昨年に続き、本年10月20日（土）に「工
学部同窓会報告会」と「懇親会」を計画しています。当日は、「岡山
大学スーパーグローバルホームカミングデイ」のいろいろな全学的
な企画、工学部の研究室開放、およびOB講演会等も計画されてい
ます。
　スーパーグローバルホームカミングデイとは「岡山大学の同窓生
および教職員OBに、再び岡山大学に足を運んでいただき、大学の
近況に触れ、恩師や同窓会、在学生、教職員との交流を深めていた
だくイベント」です。同窓生OBが主要なゲストです。懐かしい岡
山大学の変貌をぜひご覧ください。詳細は岡山大学Almni（全学同
窓会）、工学部、および工学部同窓会ホームページを参照ください。
この機会に会員相互の懇親を深め、同窓会への一層のご理解を戴け
れば幸いです。気楽にご参加下さい。

2017 年度　工学部同窓会報告会（2017.10.21）

懇親会（ピーチユニオン）

事前参加申し込み：10月12日（金）までに、後日お送りします「はがき」またはメール（同窓会事務局、
ofst@okayama-u .ac . jp）にて、学科、卒業年、氏名等をご連絡下さい。

６号館１階ホールの
時計をオーバーホール！
学科設立当時、学生有志で出資して卒業記念品
として寄贈された時計（平成6年3月）

旧生物系同窓会

故障…
内部にカビ
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2017年度　工学部学科同窓会活動報告
岡山大学ホームカミングデイでの報告…2017.10.20

機械システム系学科同窓会

電気通信系学科同窓会

情報系学科同窓会

化学生命系学科同窓会
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…Introduction

　私は平成９年４月に工学部情報工学科（現情報系学科）
に入学し、平成13年４月に大学院自然科学研究科電子情
報システム工学専攻に進学しました。そして、平成15年
３月に修了し、同年４月に岡山市役所に入庁しました。

　岡山市役所では事務職員として採用されたため、入庁
時は土木関連の部署に配属され、公道の管理や用地買収
などの業務を担当していました。その後、平成21年４月
の人事異動にて福祉関連の部署に配属され生活保護業務
に従事して、平成26年４月の人事異動により現在の情報
システム課に配属となりました。
　岡山市役所におけるITに関する部署は、情報政策の
企画・総合調整やガバナンス等を担当するICT推進課
と、庁内で利用するシステム等（庁内LAN）を扱う情
報システム課で構成されており、情報２課として連携し
情報施策を進めています。その中で私の担当業務は、各
システムのインフラにあたるネットワーク管理で、庁内
LANの安定稼働のため関係ベンダーと運用保守を行っ
ています。
　庁内LANは、職員向けの内部管理やグループウェア、
メール・Web閲覧等を目的とした情報系システムと、
市税、国保・年金等のシステムを利用するための業務系
システムを論理分離して運用しており、規模としては約
7,000人の職員が約7,500台（情報系5,500、業務系2,000台）
の端末を、本庁舎を始めとした約450の拠点で利用して
います。
　ネットワークやシステムに障害が発生すると、市税、
国保・年金等の市民サービスに多大な影響を及ぼすこと
になります。そのため、機器や回線、重要なシステムの
稼働にはSLA（Serv i ce Leve l Agreement）を設
定しており、業務継続性を担保しております。また、近
年はセキュリティ対策のため、インシデント発生の抑制
もしくは発生時に被害を最小限に抑える体制づくりやシ
ステムの導入を進めています。

　なお、情報２課では、SE等の民間経験がある職員も
在籍しており、それぞれ専門性の高い業務に従事してい
ます。私自身の業務についても大学で学んだことに関連
することがありますが、異動当初は情報分野へのブラン
クが長かったため対応に苦慮しました。

公務員志望の工学部在学中の皆様へ
　公務員の採用試験は法律関係等の科目が多いですが、
私が行った試験対策は６か月間のスクーリングと自宅学
習でした。入庁後、工学部であることが特段不利になる
ことはなく、色々な経歴を持った方が事務職員として在
籍しています。もちろん、業務に必要な知識の取得は必
要で、今までに道路管理や用地買収、生活保護などの業
務にかかる研修を受けており、情報システム課でも業務
にかかる研修を受けています。
　他にも、学部・学科で学んだことを生かせる技術職の
採用枠を用意している自治体も数多くあります。採用試
験の準備とともに情報収集をしっかり行うことをおすす
めします。

同窓の皆様へ
　岡山市役所では、過去に民間企業等においてシステム
関連の職務を経験した方を対象とした採用試験を実施
しており、本原稿作成時点で、
平成30年度も実施予定となっ
ております。興味のある方は、
詳細について岡山市の公式サ
イトをご確認ください。

職 場 紹 介

岡山市役所総務局総務部情報システム課

坂内　洋平　
平成15年3月 大学院 自然科学研究科
電子情報システム工学専攻修了

岡山市ホームページ

http://www.city.okayama.jp/
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　株式会社林原は、食品や化粧品などでおなじみのトレ
ハロースを作っている地元企業です。トレハロースは、
微生物由来の酵素を利用する技術により開発した高付加
価値の糖質で、和菓子、ケーキやパン、弁当類など身近
なところで用いられています。
　また他にも㈱林原では、多糖のプルラン、ビタミンC配
糖体であるL-アスコルビン酸２-グルコシド、水飴やマルトー
スなどに加え、水溶性食物繊維「ファイバリクサTM」、機能
性色素を有効成分とする第３類医薬品「ルミン®A」などの
製品を製造販売しています。
　私は現在、研究部門の分析部に所属しています。研究部
門には分析部の他に、新素材開発部、製法検討部、食品
開発部、香粧品開発部、ウェルネス部、研究推進室、特許・
契約部からなっており、約110名の研究員が勤務しています。
　現・工学部化学生命系学科の学生の３割が女性だそう
ですが、研究部門も研究員の約３割が女性です。出産後
も育休を取得して復帰される方が多く、パーソナルタイ
ム制度や午前・午後半休制度を利用し、自由に就業時間
を決めて自身のペースで業務を進めています。女性だけ
でなく、積極的に子育てに参加する男性社員も多く、お
昼休みに家事や育児の話題で盛り上がることもあり、お
子様の参観日や入学式に出席するためにお休みをとる方
もおられます。私自身も２人の小学生の子育て真っ最中
で、忙しくも充実した毎日を送っています。
　分析部の業務は実に様々で、自社内および顧客から依
頼される案件などについて、新規化合物の構造解析、物
理化学的測定、製品の分析規格の設定、特許取得のため
の測定などを行っています。販促資料作成のためのデー
タ取得、新製品の候補素材の基礎物性評価、また、顧
客からのクレーム対応として、SEMによる異物分析や
GC-MSによる異臭の原因調査などを行うこともありま
す。糖質を添加した食品サンプルの味やにおいの官能評
価、外観や食感などの違いを数値化することも分析部の
仕事です。

　現在、私は、トレハロースなどの既存製品や開発中の
糖質素材の機能性やメカニズムを明らかにするため、新
しい分析技術や評価系を用いたデータの取得を行ってい
ます。学会や講演会へ参加して大学関係者や他企業の情
報を収集したり、機器メーカーを訪問してデモ測定をお
願いしたりすることもあります。
　分析機器や分析技術は日々進歩しているので、知識と
技術の向上は欠かせません。社内でまだ誰も取り組んで
いない新しい分析技術を学び、使いこなすことによって
従来の方法では気付かなかった新しい発見をしたり、営
業支援につながる効果的なデータを取得したりできた時
には、大きなやりがいを感じます。
　しかしながら、入社後ずっと分析業務に携わっていた
わけではなく、様々な部署で様々な経験をしました。機
能性色素の研究部門にいた時には、有機化合物の分離、
構造解析を行い、材料を提案するための顧客訪問も経験
しました。また、化粧品素材の研究では、化粧品素材の
試作、基本物性や安定性の評価、学生時代には経験のな
かった細胞を使った生理機能の評価も行いました。現在
もなお、勉強の連続です。
　会社に入ると、専門外の業務に戸惑うこともあるかも
しれませんが、専門分野に固執することなく様々な見方
から課題に取り組むこと、また、自ら学び、考え、知識
を持っている方々にも積極的に相談し、視野を広げてお
くことが大切だと考えています。
　最後になりましたが、私は、平成２年に新設された生
体機能応用工学科の第１期生として大学時代を過ごしま
した。先輩がいなかったため、文献調査から実験計画、
実験方法に至るまで担当教授の宍戸昌彦先生から直接教
わったことを思い出します。自分たちで調べ、互いに教
え合った当時の経験が現在の業務にも生かされていると
感じています。先生方、同期の皆様、そして、今回寄稿
のお話を下さった同期の二見淳一郎先生、お世話にな
り、ありがとうございました。

株式会社　林原
研究部門　分析部

伊藤（吉良）理恵
平成8年3月工学研究科 生体機能応用工学専攻
修士課程修了

…Introduction
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　工学部同窓会岡山支部が平成25年８月に発足して４年
目となりました。以来、学科、研究室を超えたOBの交
流の場となっています。会員相互の親睦、社会貢献、大
学貢献の３本柱の目標を掲げていますが、できるところ
から進めるという段階です。これまでの皆様からのご支
援に感謝します。また、これからの活動に気軽に参加し
て頂きますようにお願い致します。

平成29年度の主な活動
■親睦
１.  毎月の親睦会（原則として、第４木曜日　12：00～

13：30、岡山ロイヤルホテル　バイキング）
２.  岡山支部総会・特別講演会・親睦会（平成29年５月20日、

ピュアリティーまきび）；特別講演会：内田哲也准教授（岡
山大学大学院自然科学研究科、平成６年修士修了）か
ら「岡山大学方式人工網膜の実用化に向けた取り組み、
失明した患者が再び視覚をとりもどせるように」と題し
てご講演をいただき、活発に質疑が行われました。

３.  納涼ビアガーデン（８月24日、ピュアリティーまきび）
４.  岡山大学グローバルホームカミングデイでの工学部

同窓会報告会・懇親会への合流参加（10月21日）
５.  秋のレクレーション　大原美術館・美観地区散策と

アイビースクエア昼食会（11月30日）
６.  忘年会（12月14日、ピュアリティーまきび、北の恵

みバイキング）
７.  岡山大学中央図書館「池田文庫見学会」と親睦会（平

成30年３月22日）
８.  春の歴史探訪「岡山城の城郭探訪と桜道散策」と親

睦会（４月５日、岡山プラザホテル）

■工学部の活動支援
〇工学部・経済学部共同講義　「実践コミュニケーショ   
ン論」への講師２名の派遣

■広報活動
１.  工学部同窓会 岡山支部
 HP: https://okayama-u.sakura.ne.jp/wp/
 （会員専用欄 パスワード okadaieng）
 支部メール：okayamauniversitytech@gmail.com
２.  岡山支部メールマガジンの発行（月刊）
 メールで配信希望の方は、支部までメールで連絡下さい。 
 また、岡山支部HPでも閲覧できます。

① 岡山支部総会：内田哲也准教授による特別講演会 (2017,5,20)

③忘年会、ピュアリティーまきび　(2017,12,14) 

②岡山支部懇親会 (2017,5,20)

④「岡山城の城郭探訪と桜道散策」(2018,4,5)

工学部同窓会岡山支部活動報告 代表幹事　酒井　貴志（S45年、合成化学科卒）
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　関西支部は平成26年10月に発足して５年目を迎えました。懇親会は平成28年度より年２回開催（内１回は総会を兼ね
る。）しています。

　平成29年10月には、大阪府池田市の「がんこ
池田石橋苑」で、総会を兼ねた懇親会を、27名
の出席者で開催しました。
　総会では、活動報告と会計報告等の確認を行
いました。
　懇親会は、現在関西支部顧問をお願いしてい
る元助教授の石原同志社大学名誉教授の音頭に
よる乾杯と、システム工学をご担当された宮﨑
名誉教授の挨拶で開始し、出席者の近況報告と
学生歌の斉唱などで親睦を深めました。

　平成30年２月には、大阪市平野区の「がんこ
平野郷屋敷」で、新春懇親会を28名の出席者で
開催しました。石原名誉教授・宮﨑名誉教授お
よび工学部同窓会代表幹事の酒井名誉教授のご
出席を頂きました。
　初めての出席者も３名あり、出席者は近況報
告と学生歌の斉唱などで大いに盛り上がりまし
た。

　次回の平成30年度の総会を兼ねた懇親会は、京都の由緒ある聖護院門跡（史跡・旧仮皇居、山伏の総本山）に会場を
移し、以下の予定をしています。（出席申込者には別途詳細を報告。）

　・日　時　平成30年９月８日（土）11時40分～14時30分（予定）

　・場　所　聖護院御殿荘 光淳　京都市左京区聖護院中町15　電話075-771-4151

　・会　費　5000円（予定）

　関西支部懇親会もリピート出席の会員が増え、会員間の親睦も深まっています。
　懇親会開始前に聖護院門跡の拝観（拝観料同窓会負担）も予定していますので、お誘い合わせの上ご出席をお願いします。
　詳細は世話役（大森　勝（電気２期）：momor i takatsuk i0822@gmai l . com）まで問い合わせをお願いします。

工学部同窓会関西支部活動報告 関西支部　支部長　真鍋 健次 （電気６期）

平成 29 年 10 月の総会を兼ねた懇親会出席者

平成 30 年 2 月の新春懇親会出席者
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　岡山大学・工学部卒業生の皆様、日々お元気でご活躍されている事とお慶び申し上げます。
　私、関東支部の幹事（支部長）笹川廣太郎でございます。役目は、全学同窓会組織であるAlumni理事会への出席、
関東での全学同窓会開催における工学部幹事、その他交流会の企画～実施などです。凡その会員数ですが、2017年７月
現在の工学部卒業生のうち関東地域（東京・神奈川・千葉・埼玉・茨城）に在住されている人は名簿からは約300名いらっ
しゃいます。
　さて、昨年度（2017年）は７月29日（土）に岡山大学全学同窓会（Alumni：アラムナイ）東京支部交流会を東京都千代田
区神田錦町の学士会館で開催いたしました。学部別では法学部34、文学部２、経済学部９、工学部13、農学部　14、理
学部７、環境理工２、医学部２、教育学部１、来賓・大学関係者14合計　98名の参加者でAlumni会長兼Alumni関
東支部長の小長啓一様（昭和28年卒、当時の通産省（現　経済産業省）入省、田中角栄内閣の首相秘書官）の開会式辞
にはじまり、来賓から槙野岡山大学長、工学部からは阿部匡伸副部長他の方々からそれぞれ大学の経営戦略と実績、工
学部の研究戦略や実績などのご報告を受けました。来賓による挨拶の後、応援団２名による岡大応援デモンストレー
ション演武が行われ、その後、各部関係者による近況活動報告など含めてにぎやかなひと時でした。第二部は同じ会場
で各学部別のテーブルに分かれて現在の仕事や環境など様々な分野の話題と情報交換であっというまの半日を過ごしま
した。なおこのイベントは、毎年夏に全学合同で開催されますが、今年（2018年）は７月28日（土）13：00～開催予定
です。６月には会員の皆様に、名簿更新（兼）イベントへの出欠往復はがきがお手元に郵送される予定です。ぜひお時
間をはかりご参加をお待ち申し上げます。
　
　また、本年３月には工学部だけでフォーマルでない懇親会を開催し、新宿の居酒屋で昨今の仕事や趣味、政治経済な
ど情報交換で盛り上がりました。今後は個人情報漏洩事故を起こさぬような仕組みを組み入れたSNS等のネットでの
交流の場も企画し世代を超えた情報共有ができればと思います。皆様のご意見を頂ければ幸いです。
　さて、皆様ご存知の通り、岡山大学では、在校生の就活、卒業生の交流を活発化させるため、『岡山大学・東京オフィ
ス』を東京駅前に置いていましたが、本年４月から東京都港区芝浦３－３－６にある東京工業大学田町キャンパス内に
移転しました。そこでは『岡山大学卒業生フォローアップセミナー』を定期的に開催し、岡大卒業関係者で社会的に活
躍されている人による講演会や交流会を開催しています。さらに最近のニュースでは、『岡山大学が国連の持続可能な
開発目標SDGｓに関する優れた取り組みをした団体として政府の推進本部（本部長安倍総理大臣）より国立大学で唯
一表彰を受けたというニュースです。耳に快いですね。頑張れ岡大、そして工学部。

工学部同窓会関東支部活動報告 関東支部　支部長　笹川廣太郎 （生産機械工学科８期）
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世話人　塚本真也、大橋一仁

　第 16 回ＮＴ会が、昨年 10 月 17 日にご逝去された

中島利勝先生を偲ぶ会として 2018 年４月 28 日（土）

にまつのき亭で開催されました。参加した 38 名の元

教員と卒業生は、学生当時や卒業後も中島先生にお世

話になった思い出を話しながら、和やかに中島先生を

偲びました。なお、本会の開催にあたり、機械系同窓

会より補助金をいただきました。

　私は、1972 年 4 月に松下電器を

退職後岡山大学電子工学科制御工

学研究室助手として着任しました。

学科内で紹介をしていただいた折

に、丁度 1 年前に野木先生が三菱

電機をご退職後、同学科電子回路

工学研究室の助手として着任され

ていました。私は 1 年浪人しておりますので、野木先生は

同い年になります。47 年間ほぼ同一の分野で、私事から研

究に至るまでご相談に乗ってもらいました。まさによき友で

ありました。

　野木先生は、研究室名は電子回路工学でしたが、マイク

ロ波増幅回路における非線形現象の応用について研究をさ

れていました。当時波形の形を崩さず伝播するソリトン（孤

立波）がいろいろな分野で話題として取り上げられていま

したが、ソリトン波には伝播路が非線形媒質であることを

熱く語っておられたことが思い出されます。私は、研究分

野が制御工学であるものの、修士時代は進行波管の非線形

動作をやっていましたので、野木先生の話は興味深くお伺

いすることができました。制御工学の分野でも非線形を利

用するということが話題になっていました。いろいろな分野

で同時的に話題に挙がるのは今も昔も同じです。

　私が着任して間もなく、野木先生から岡山大学職員組合

の加入を強く勧められました。当時我々よりも高齢の先生

方には、社会主義運動の一環であると組合運動も嫌だと考

えられている人が多かったようです。工学部でも各学科の

加入者が 5 名以下の状況でした。こんな中で、大学が真理

探究の場であり、人権についてもあるべき姿を求めるべき

であると強く主張されていました。私も結局加入し、以下

退職に至るまで野木先生も私も数少ない職員組合の会員で

した。

　2000 年には、電子工学科から通信ネットワーク工学科が

分離し、私は新学科に移動し、野木先生とは異なる学科に

なりましたが、折にふれてよく話をしておりました。この前

年、「世界で通用する技術者」を育成するプログラムをもつ

大学を認定する日本技術者教育認定機構（通称 JABEE）

が設立され、工学部でもその認定を受ける取り組みが話題

になりました。2006 年、野木先生が工学部長となられ、こ

の JABEE に認定を全国に先駆けて取られました。そうと

うの苦労があったと思います。その後大学の独立法人化等

問題が山積していましたが、その都度リーダーシップを発

揮され、独法化後の工学部の原型をその時創られました。

　2011 年退職後、工学部長の業績が認められ、研究推進

産学官連携機構研究推進本部長に指名され、今度は大学

全体の研究推進にご尽力することになりました。2013 年に

は、岡山大学は研究大学強化促進事業（全国で 16 大学）

に採択され、世界のトップクラスの大学と伍して研究・教

育を実施する大学になりました。このときの申請には、野

木先生が相当苦労されたものと思っております。その後ポ

スドクのキャリア支援事業に熱意をももやされましたが、

2018 年病にむしばまれ 72 歳の人生を終えられました。

　もう少し岡山大学のために仕事をしてほしかったと思い

ますが、致し方ありません。あの世では好きなクラシック音

楽を聴いておられると思いますが、安らかにお眠りください。

第16回NT会（中島利勝先生を偲ぶ会）開催の報告

野木茂次先生を偲ぶ
　　　～もう少し一緒にいたかった～ 通信ネットワーク工学科　名誉教授　森川良孝

故　野木  茂次先生
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　柳瀬先生は昭和55年から38年間に渡り岡
山大学で教鞭を執られてこられました。こ
のたび平成30年3月末をもちまして定年退職
となり、4月29日（日）に岡山市のピュアリ
ティまきびにおきまして退職記念祝賀会を
開催しました｡参加者は96名で、このうち卒
業生が74名集いました。柳瀬先生とゆかり
のある先生方や卒業生からのお言葉として
思い出話などを頂き、和やかな雰囲気で楽
しいひとときを過ごしました。本会の開催
において機械系同窓会より助成を賜るとと
もに、多大なご協力をいただいたことに深
く感謝申し上げます。

機械工学コース

柳瀬眞一郎先生退職記念祝賀会報告
世話人　河内俊憲、永田靖典
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機械工学科　昭和43年卒　石井　泰三

「ヨット人生夢航海」

　平成 30 年 2 月24日、工学部同窓会関西支部の懇親会
へ出席しました。S42 年卒が最年長でしたので私も同じ組に
なります。会報の寄稿を依頼されましたので考えてみましたが、
私にはヨットとの関係が一番でした。正に題名の通りです。

第１章「夢の発端」
　入学前から興味があり（S37 マーメイド号 5.8m の太
平洋横断 94 日間とは関係ありません）入学と同時にヨッ
ト部へ入りました。部活は私の夢とは少し違っていたの
です。夢を具体的に認識したら「自由にヨットに乗り知
らない所へ行き海を楽しむ」事でした。その為には自分
のヨットが必要です。金が無いので自作しかありません。
有名なヨット設計家の横山 晃

アキラ

氏を横浜へ訪ね、助言を
もらい Y-15（4.6m）の設計図を買って帰りました。ヨッ
ト部同期の２名と自作にかかり１年半後の S41 夏に宇
野港で進水しました。これからが夢から夢へと続くこと
になります。大学最後の夏休み（S42）に Y-15 で私と
桑田と２名で宇野～宮島往復 10 日間のクルージングを
やりました。今考えれば、かなり無謀だったか？ヨット
に熱中している時、２年の春休みに母が病死して天涯孤
独となりました。

第２章「仕事とヨット」
　なんとか卒業して社会人となり（S43）大阪で勤務し
ました。次のヨットが欲しくなり、再度横山氏を訪ね玄
クラク（6.4m）の設計図を買いました。もう自作は無理
なので、小豆島の造船所へ頼みました。S44 夏に進水で
したが、ちょうど見合い中でした。縁があり、S45 春に
結婚式です。新婚旅行は新ヨットで渋川海岸から下津井
の沖の六口島です。「Just Married」の吹流しをマストに
かかげ、見送られて浜を離れるのは「瀬戸の花嫁」（S47）
でした。旅館の「六口島花壇」（10 数年前の台風被害に
より廃業）での初夜、枕元に懐中電灯があり、何の為か

なと思っていたら全館消灯となり真っ暗となりました。
当時まだ自家発電だったのです。翌朝に旅館の人から「昨
日テレビに出ていたよ」と言われても室にはテレビは無
かったし、私達は未だに見たことがありません。勤務地
は大阪、ヨットは渋川ですので乗りたくてもなかなか帰
れません。当時の日本は東京オリンピック（S39）、大阪
万博（S45）等で「行け進め」でモーレツでした。やはり、
仕事第一、ヨット第２、家庭第３でした。お金はいくら
でも欲しいですが、それより休みが欲しかったものです。
これは定年を待つしかないと諦めて、機会が有れば他人
のヨットへも乗っていました。一番の思い出はアリラン
ヨットレース（S51 釜山→博多）へ参加したことです。
定年後の夢を描いていました。第一に資金です。40 代に
積立型生命保険に入り 60 才満期で、当時のパンフレット
では配当が多くて２倍位になるバラ色でした。その後は
バブル崩壊によりご存知の如くガッカリです。

第３章　「ヨットに一目惚」
　人生の初の一目惚れと言えば女房の事かと思いきや？
時の経つのは早く定年近く（58 才）なったので、そろ
そろ目指す中古ヨットを探し始めました。当時は本社勤
務で東京に居ました。ディズニーランドの近くの浦安
ヨットハーバーで出会ったヨットに一目惚れです。一目
惚れとはこういうことかと実感しました。思い描いたイ
メージに出会うことです。保険は満期前だし、恥もなく
スーダラ節（S36）の如く「退職金まで前借りし…」と
無茶苦茶でした。このヨットこそ今の「SKAL 号」です。
乾杯です。全長 9.7m、定員 16 名、トイレ、クーラー、
冷蔵庫付です。余談ですが「無くて欲しいのが○号と別
荘、持って困るのも○号と別荘」もちろん私には○は金
も力もありません。この SKAL 号を H16 春に陸送で神
戸須磨ヨットハーバーへ運びました。私は東京ですので
別居生活です。
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第４章　「夢の実現」
　めでたく定年 +

プラス

２年で退職（H19 春）です。神戸の
家へ帰り「さあやるぞ」と人生で又々幸せを感じました。
ヨットハーバーは車で 10 分程と近く、毎日通い改造や
手入れをしました。前章の余談のごとく日常のメンテナ
ンスが大切です。海上でのトラブルは他人を頼れませ
ん。全て自分で直さなければなりません。最初のクルー
ジングは五島列島～長崎と決めていました。H20 春、女
房と２人で 45 日間ヨット生活です。風呂だけは寄港地
で探したり、頼み込みました。食事も外食は楽しみでし
た。往路の玄界灘ではシケられて怖い思いをしました。
でも平戸－ハウステンボス－長崎－五島の海と島々と教
会等は特に良かったです。全てが順風満帆ではありませ
ん。２人共体調は問題無く元気でしたが、よく言い合い
ました。原因は水です。SKAL 号は 90+

プラス

20 ℓの水のみで、
飲料・料理と食器洗いをしますが、女房は家と同じです。
寄港地でポリタンクで水をもらいに行くのですが大変で
すし、どこでも水は貴重です。私の航海は基本的には全
て一人「シングルハンド」です。余りに快適な時は独り
占めするのが勿体無いと思い、友人、知人を誘います。
少しでも多くの人に海を味わってもらいたいのです。で
も今の若い人はヨットに興味もなく、乗ってくれません。

第５章「死ぬまでヨットか」
　タイトルが極端ですが今の心境はこれくらいです。
SKAL 号は 24 才、私は 73 才でどちらが先にダメになる
かです。２年前に手離そうかと思ったのですが諦め切れ
ません。人との絆よりは一方的ですが強いです。結論と
して「death match」です。それならば元気でやれる時
に存分にやろうと思い、昨年から意識して多く乗ってい
ます。年間で 90 日前後ヨットへ行っています。この１
月も宇野まで４日間行き、３月は牛窓ヨットハーバーで
上架して船底塗装を行い、４～５月は再度五島列島～長
崎へ 50 日間のクルージングをしました。

第６章　「思い出話。カナダ人夫妻との出会い」
　H25 春、大学ヨット部の先輩方と共に九州一周クルー
ジングをしました。瀬戸内海→宮崎沖→種子島→屋久島
→口永良部島（H27.5 噴火）→硫黄島（俊寛の島流しで
は喜界島）→山川港→甑島→天草→小浜港→長崎出島→
五島列島→平戸→玄界島→関門海峡→神戸を４／ 25 ～
６／ 27 で回りました。この時、平戸でイギリス人夫妻
のヨットに出会いました。名前はコグラン・ニックとジェ
ニです。カナダ外交官として南アフリカ領事をしていま
した。休職し小型ヨット（8.5m）を買い、ケープタウ
ンを出て西廻りで、南米のマゼラン海峡を抜け、チリ西

岸を北上してガラパ
ゴス島→ニュージー
ランド→沖縄から日
本へ入国していまし
た。平戸から５ヶ月
かけて瀬戸内海を抜
け神戸へ来ました。
もう冬になる為、バ
ンクーバーへは帰れ
ないので、翌年４月
まで神戸でヨットを
停泊していました。
年は私より５～６才
若くて、子供はいな
くて姉さん女房でし
た。神戸滞在中の 6 ヵ月間に、北海道の雪まつりや、京
都、奈良、海外へも行っていました。１ヶ月は祖国イギ
リスへ帰り、１ヶ月はアルゼンチンの南のフォークラン
ド島の近くへ、ペンギン見物に行っていました。私も車
で、山陰方面（出雲－安来（白鳥）－松江－三朝（♨）
－鳥取－豊岡（コウノトリ））を案内しました。彼らは鳥、
動物が好きで彼らのヨット名は「ボースンバード」でし
た。彼らは「布団乾燥機」を珍しがりました。ヨット生
活で寝る時には何も着ないと言っていました。三朝でも
夫婦いっしょに温泉へ入っていました。４月中旬に神戸
を出て、伊豆半島の下田港から出国しましたが台風が連
続して来た為、２週間程下田港で足止めとなっていまし
た。そんな時、寝入りばなに、私の枕元の携帯が鳴るの
で出ると、下田警察からでした。何なんだと思ったら、
拾得物の財布の中のメモに私の番号があったからです。
私からコグランさんへ連絡する方法がなかったので、警
察の方へ「下田港のどこかにカナダマークの付いた小さ
なヨットが居るはずなので、その方の財布です」と話し
ました。後で判った事ですが、警察がヨットまで届けて
くれました。コグラン夫妻は大変喜んだと思うし、日本
は名実共にすばらしい国だと思ったことでしょう。私の
半世紀のヨット人生の一部分でした。

おわり

PS．ボースンバードは千島列島→アリューシャン列島
→アラスカへ寄りながらバンクーバーへ無事帰りまし
た。外交官へ復職して南スーダン大使として赴任しまし
た。日本に居る時、南スーダンは危険だけれど手当が良
いと言っていました。そして H28 夏に退職した事をイ
ンターネットで知りました。今頃はまた、世界のどこか
の海を走っていることでしょう。再会できれば幸せです。

４年前の機械工学科43卒同期会を鷲羽山、
下電ホテルで行った時の写真です。
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［新任教員の紹介］

［定年、転出、退職教員の紹介］

［昇任教員の紹介］

〇 29 年 12 月１日付け就任
　・ 大学院自然科学研究科（工）　（化学生命系学科）
  Dartmouth  College 博士研究員

助　教　溝　口　玄　樹

〇 30 年 4 月 1 日付け就任
　・ 大学院ヘルスシステム統合科学研究科（工）（化学生命系学科）
 金沢大学特任助教

助  教　岡　田　宜　宏

　・ 大学院ヘルスシステム統合科学研究科（工）　（化学生命系学科）

助　教　増　田　潤　子

　・ 大学院自然科学研究科（工）　（機械システム系学科）
 首都大学東京特任助教

助　教　戸　田　雄一郎

　・ 大学院自然科学研究科（工）　（機械システム系学科）  
  東京工業大学助教

准教授　塩　田　　　忠

〇 30 年 2 月 1 日付け昇任
　・ 大学院自然科学研究科（工）　（電気通信系学科）

 准教授　福　島　行　信

〇 30 年 4 月 1 日付け昇任
　・大学院自然科学研究科（工）　（機械システム系学科）

 講　師　山　田　　　寛

　・ 大学院自然科学研究科（工）　（化学生命系学科）

准教授　寺　西　貴　志

〇 29 年 8 月 31 日付け退職
　・ 大学院自然科学研究科（工）　（化学生命系学科）

助　教　水　谷　昭　文

　・ 大学院自然科学研究科（工）　（機械システム系学科）
  岐阜大学教育学部　准教授

助　教　中　田　隼　矢

〇 30 年 3 月 31 日付け定年
　・ 大学院自然科学研究科（工）　（機械システム系学科）
  自然科学研究科・特別契約職員教授（特任）

教　授　鈴　木　和　彦

　・ 大学院自然科学研究科（工）　（機械システム系学科）
  自然科学研究科・特別契約職員教授（特任）

教　授　柳　瀬　眞一郎

　・ 大学院自然科学研究科（工）　（機械システム系学科）
  自然科学研究科・特別契約職員教授（特任）

教　授　渡　辺　桂　吾

　・ 大学院自然科学研究科（工）（化学生命系学科）

准教授　林　　　秀　孝

〇 30 年 3 月 31 日付け退職
　・ 大学院自然科学研究科（工）　（電気通信系学科）
  パナソニック㈱先端研究本部・研究開発

助　教　石　川　　　篤

　・ 大学院自然科学研究科（工）　（電気通信系学科）
 高知工科大学システム工学群　准教授

助　教　田　上　周　路

　・ 大学院自然科学研究科（工）　（化学生命系学科）

助　教　小　西　敏　功

　・ 大学院自然科学研究科（工）　（機械システム系学科） 
 香川大学創造工学部　教授

講　師　前　山　祥　一
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寄附者一覧

ーーー平成 28 年度分ーーー
機械工学科
昭和	39	 髙　桑　紘　彦
	 	 丹　下　　　敏
	 	 中　井　　　孝
	 	 山　川　紀　一
	 40	 大　嶋　　　晃
	 	 沼　田　昭　雄
	 41	 瀬　戸　允　峻
	 42	 佐　藤　　　修
	 	 難　波　義　久
	 	 光　岡　尚　一
	 	 森　本　照　明
	 	 渡　邊　　　晃
	 43	 石　井　泰　三
	 	 川　田　忠　義
	 	 坪　井　　　武
	 	 渡　邉　　　靖
	 44	 清　水　秀　雄
	 	 田　渕　克　彦
	 	 福　間　和　義
	 	 宮　崎　　　進
	 	 安　田　　　誠
	 45	 木　村　健　一
	 46	 江　原　克　己
	 	 香　山　　　裕
	 	 佐　藤　正　明
	 	 長　尾　和　彦
	 	 二　宮　俊　明
	 	 藤　森　文　雄
	 	 三　宅　三千彦
	 47	 岩　藤　秀　一
	 	 梅　本　典　男
	 	 唯　岡　和　夫
	 	 吉　澤　修　一
	 48	 木　梨　育　男
	 	 芝　川　重　博
	 	 杉　井　睦　保
	 	 仲　田　信　一
	 50	 野　崎　誠　一
	 	 宮　中　美　明
	 	 渡　会　悦　義
	 51	 山　上　　　哲
	 52	 加　納　幸　久
	 54	 甲　藤　修　平
	 	 竹　森　利　和
	 	 樋　口　　　禎
平成	3	 植　木　　　太
	 6	 田　方　篤　志
	 	 桧　垣　孝　博
	 7	 近　藤　政　明
	 	 佐　伯　彰　則
	 8	 木　村　吉　宏
	 	 田　代　浩　之
	 18	 正　月　宏　明
	 22	 三分一　永　治
	 23	 髙　橋　孝　輔
	 	 成　松　昌　洋
	 28	 石　原　慎　也

生産機械工学科
昭和	44	 切　山　勝　美
	 45	 清　水　浩　一
	 46	 鳥　羽　和　郎
	 47	 永　井　　　誠
	 	 西　尾　照　常

	 	 水　谷　省　三
	 48	 西　田　英　弘
	 	 山　本　一　満
	 50	 窪　地　哲　士
	 	 笹　川　廣太郎
	 	 中　村　辰　美
	 51	 花　房　慎　二
	 52	 大　賀　　　享
	 	 佐　藤　信　彦
	 	 砂　川　芳　毅
	 54	 中　島　　　寛
	 56	 片　岡　郁　雄
	 57	 太　田　良　弘
	 	 宮　武　　　勤
	 61	 今　井　健　二
	 62	 遠　藤　伸　二
	 63	 藤　井　　　徹

応用機械工学科
昭和	58	 世　良　和　幸
	 	 杉　山　雅　彦
	 60	 桐　畑　俊　紀

大学院　修士　工学専攻科
昭和	42	 荒　川　泰　正

大学院　修士　機械工学専攻
昭和	52	 内　藤　俊　一

大学院　生産機械工学専攻
昭和	48	 寺　岡　一　夫

大学院　博　生産開発科学専攻
平成	3	 下　村　孝　夫

電気工学科
昭和	41	 田　窪　　　勲
	 	 馬　場　啓　丞
	 42	 井　上　克　彦
	 	 大　森　　　勝
	 43	 秋　山　　　進
	 	 網　島　宣　武
	 	 伊　賀　　　淳
	 	 板　谷　康　夫
	 	 藤　井　義　通
	 44	 阿　部　眞　一
	 	 板　野　修　敬
	 	 井　上　　　浩
	 	 岡　田　　　実
	 46	 石　井　省　三
	 	 横　田　吉　雄
	 47	 石　井　良　和
	 	 伊　藤　義　孝
	 	 大　塚　芳　生
	 	 原　　　拓　司
	 	 三　宅　　　通
	 48	 有　川　元　治
	 	 畑　田　文　男
	 	 平　田　承　夫
	 	 山　本　邦　男
	 49	 松　井　孝　二
	 50	 寺　田　　　翌
	 51	 岡　部　正　志
	 	 松　原　孝　史
	 	 三　宅　宏　和
	 52	 吉　沢　洋　一

	 53	 落　合　克　弘
	 	 落　合　克　弘
	 	 形　部　正　彦
	 	 諏　訪　　　守
	 	 高　林　博　文
	 	 寺　尾　　　章
	 	 鳥　越　浩　二
	 	 前　田　康　雄
	 54	 木　村　雅　彦
	 	 豊　岡　秀　樹
	 55	 二　宮　淳一郎
	 56	 伊　藤　　　整
	 	 小　曳　満　昭
	 	 近　藤　隆　則
	 	 丹　治　邦　夫
	 	 宮　崎　英　樹
	 57	 波多野　和　彦
	 62	 武　田　恒　雄

電子工学科
昭和	47	 大　月　　　修
	 	 小　田　啓　介
	 	 三　宅　正　保
	 48	 植　野　　　勇
	 	 中　川　健　一
	 49	 為　房　　　茂
	 51	 常　広　隆　司
	 	 松　林　聖　一
	 	 山　下　隆　雄
	 52	 平　井　一　雅
	 	 松　宮　　　功
	 56	 川　村　久　男
	 57	 宮　本　健　一
	 61	 高　橋　義　人
	 63	 大久保　成　夫

電気電子工学科
平成	3	 田　井　政　博
	 5	 野　代　　　学
	 9	 岡　田　武　典
	 10	 越　智　元　隆
	 15	 平　井　光　太

大学院　電気工学専攻
昭和	58	 寺　本　　　勤

大学院　電子工学専攻
昭和	49	 松　林　定　男

大学院　前博　電子情報システム工学専攻
平成	28	 古　磯　和　樹

工業化学科
昭和	39	 清　水　万　平
	 	 冨　永　昌　和
	 	 坂　東　靖　夫
	 	 三　宅　一　雄
	 	 村　田　行　信
	 	 山　本　浩　平
	 	 吉　尾　哲　夫
	 40	 奥　村　　　稔
	 	 坪　井　貞　夫
	 	 畑　本　　　一
	 	 和　田　謙　一
	 41	 植　田　栄　治
	 	 船　原　克　己

	 42	 太　田　傀　一
	 	 髙　杉　　　正
	 43	 赤　井　　　浩
	 	 白　石　良　二
	 	 椿　　　一　夫
	 	 藤　原　正　彦
	 	 山　口　博　己
	 44	 浅　野　和　宏
	 45	 尾　坂　明　義
	 	 喜　井　鶴　澄
	 	 多　田　友　紀
	 	 村　上　有　司
	 46	 小　田　喜　一
	 	 玉　田　三　山
	 	 鳥　居　　　勝
	 	 中　村　一　生
	 47	 日下部　正　良
	 	 杉　崎　四　郎
	 	 橋　森　信　行
	 48	 松　浦　洋　治
	 49	 作　本　博　則
	 50	 大　熊　成　人
	 52	 逢　澤　　　薫
	 	 柴　田　告　芳
	 	 渡　部　一　朗
	 53	 藤　目　泰　明
	 	 山　本　幸　市
	 54	 磯　野　昭　彦
	 	 寺　門　　　洋
	 	 西　井　正　人
	 	 福　嶋　光　浩
	 	 藤　代　正　幸
	 56	 植　木　清　介
	 	 辻　田　博　志
	 57	 越　智　茂　文
	 	 藤　林　昭　司
	 58	 田　野　龍　海
	 	 津　崎　昌　夫
	 	 福　田　　　智
	 	 森　崎　一　男
	 59	 春　名　靖　志
平成	元	 上　田　幸　治
	 	 川　端　浩　二
	 2	 巽　　　信　博

合成化学
昭和	45	 沖　　　憲　三
	 	 鎌　木　史　朗
	 	 酒　井　貴　志
	 	 龍　尾　正　喜
	 	 吉　川　誠　一
	 46	 梅　田　圭　吾
	 	 大　坂　浩　二
	 	 小　川　　　新
	 47	 今　田　雅　行
	 	 大　本　　　実
	 	 河　本　徹　夫
	 	 近　藤　正　嗣
	 	 重　政　治　雄
	 	 渡　辺　純　男
	 48	 片　山　光　男
	 49	 池　田　正　人
	 	 川　端　章　文
	 50	 北　島　康　夫
	 	 三　木　篤　幸
	 	 山　根　英　利

	 51	 嶋　田　　　寛
	 	 高　田　十志和
	 53	 藤　井　清　司
	 55	 大　坪　　　進
	 56	 三　宅　誠　治
	 57	 山　住　昌　士
	 59	 山　本　眞　則

精密応用化学科
平成	3	 川　手　　　修
	 4	 重　岡　俊　昭
	 5	 小　池　一　栄
	 6	 末　神　泰　史
	 	 三　嶋　章　浩
	 8	 生　越　正　恵
	 9	 高　橋　幹　弘
	 12	 関　谷　優　介
	 14	 泉　　　好　古

物質応用化学科
平成	17	 為　保　伸　成
	 18	 有　光　寛　髙
	 	 野　村　健　治
	 22	 小　澤　正　典

大学院　工業化学・合成化学専攻
昭和	53	 今　林　頼　信
平成	4	 黄　　　志　明

大学院　精密応用化学専攻
平成	6	 徐　　　光　亜

大学院　博前　応用化学専攻
平成	28	 田　中　伸　明

大学院　博　物質科学専攻
平成	元	 田　中　基　明
	 3	 谷　口　正　俊
	 	 松　本　繁　章

情報工学科
平成	3	 田　中　純　裕
	 	 藤　塚　謙次郎
	 7	 原　田　　　徹
	 11	 熊　　　紀三夫
	 12	 松　本　匡　哉
	 22	 山　先　秀　昌

生物応用工学科
平成	3	 亀　高　邦　夫
	 7	 山　本　貴　志

生体機能応用工学科
平成	7	 中　山　清　貴
	 	 井　上　　　裕

生物機能工学科
平成	13	 吉　岡　明　彦
	 20	 遠　部　圭　祐
	 	 正　岡　伸　孝

システム工学科
平成	13	 久田見　博　隆
	 	 斎　藤　大　輔
	 15	 福　森　嘉　孝
	 22	 福　成　雅　史

　工学部同窓会会員の皆様からご寄付いただきました。ご協力ありがとうございました。なお、匿名希望の方につきましては、御名
前を載せておりません。「お詫び」昨年平成28年度分ご寄付者名を掲載するべきところ、誤って平成27年度分を掲載していました。
誠に申し訳ありませんでした。改めて、平成28年度分とともに、平成29年度分ご寄付者名を掲載させていただきます。
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	 25	 松　岡　永　樹

通信ネットワーク工学科
平成	16	 高　橋　優　介
	 	 泗　水　康　大
	 18	 大　崎　瑛　弘
	 19	 藤　原　康　行
	 21	 板　谷　嘉那子
	 	 安　永　　　翔

旧職員
	 	 宮　﨑　茂　次
	 	 野　木　茂　次
	 	 中　田　髙　義
	 	 金　谷　健　一
	 	 長　屋　智　之
	 	 岡　本　卓　爾
	 	 上　浦　洋　一
	 	 小　長　哲　郎
	 	 岡　　　琢　磨
	 	 大　岸　真　爾
	 	 宇　野　義　幸
	 	 高　橋　照　男
	 	 齋　藤　清　機
	 	 田　中　善之助
	 	 東　辻　浩　夫
	 	 可　児　弘　毅

ーーー平成 29 年度分ーーー
機械工学科
昭和	39	 新　井　　　哲
	 	 丹　下　　　敏
	 	 松　林　義　信
	 	 山　川　紀　一
	 40	 荒　木　基　治
	 	 杉　原　弘　康
	 	 沼　田　昭　雄
	 	 吉　永　寛　邦
	 41	 近　藤　正　人
	 	 瀬　戸　允　峻
	 42	 大　西　一　彦
	 	 佐　藤　　　修
	 	 竹　上　　　昭
	 	 光　岡　尚　一
	 	 森　本　照　明
	 	 渡　邊　　　晃
	 43	 川　田　忠　義
	 	 守　屋　齊　平
	 44	 清　水　秀　雄
	 	 田　渕　克　彦
	 	 藤　原　好　文
	 	 宮　崎　　　進
	 	 安　田　　　誠
	 45	 江　原　克　己
	 	 近　藤　憲　治
	 	 杉　　　拓　夫
	 	 平　松　隆　志
	 46	 香　山　　　裕
	 	 佐　藤　正　明
	 	 長　尾　和　彦
	 	 藤　森　文　雄
	 	 三　宅　三千彦
	 47	 岩　藤　秀　一
	 	 唯　岡　和　夫
	 48	 木　梨　育　男
	 	 侍　留　　　誠
	 	 芝　川　重　博
	 	 嶋　崎　哲　太
	 	 仲　田　信　一
	 50	 渡　会　悦　義
	 52	 大　賀　寿　夫
	 	 片　山　尚　一
	 53	 山　下　哲　男
	 54	 坂　本　雄　二

	 	 宮　園　　　豊
	 55	 岡　城　康　治
	 	 世　俵　秀　樹
	 60	 伊　藤　美　昭
平成	3	 植　木　　　太
	 4	 天　田　正　秀
	 6	 大　野　　　勇
	 	 田　方　篤　志
	 	 桧　垣　孝　博
	 	 宮　井　純　一
	 7	 近　藤　政　明
	 	 水　野　義　教
	 8	 木　村　吉　宏
	 	 平　　　信　行
	 11	 大　岡　正　和
	 13	 有　方　　　淳
	 18	 正　月　宏　明
	 22	 三分一　永　治
	 23	 植　野　浩　平
	 24	 茂　松　央　訓
	 29	 近　藤　雄　太

生産機械工学科
昭和	43	 岡　村　　　誠
	 44	 谷　村　和　平
	 47	 岡　崎　修　二
	 	 神　谷　　　昇
	 	 木　原　道　郎
	 	 永　井　　　誠
	 	 西　尾　照　常
	 48	 西　田　英　弘
	 	 山　本　一　満
	 49	 三　宅　正　幸
	 50	 浅　野　嘉　徳
	 	 笹　川　廣太郎
	 	 中　村　辰　美
	 52	 佐　藤　信　彦
	 54	 中　島　　　寛
	 55	 岡　　　真　吾
	 	 多田羅　哲　夫
	 56	 片　岡　郁　雄
	 57	 太　田　良　弘
	 	 宮　武　　　勤
	 58	 栢　菅　信　哉

応用機械工学科
昭和	58	 藤　原　貴　典

大学院　修士　機械工学専攻
昭和	52	 内　藤　俊　一

大学院　生産機械工学専攻
昭和	48	 寺　岡　一　夫

大学院　博前　機械システム工学専攻
平成	27	 兼　信　尚　也

大学院　博　生産開発科学専攻
平成	3	 下　村　孝　夫

電気工学科
昭和	41	 乗　兼　和　宏
	 	 馬　場　啓　丞
	 42	 北　村　士　守
	 	 山　本　　　修
	 43	 秋　山　　　進
	 	 網　島　宣　武
	 	 伊　賀　　　淳
	 	 板　谷　康　夫
	 	 藤　井　義　通
	 44	 井　上　　　浩
	 	 岡　田　　　実
	 	 角　南　修　平
	 46	 石　橋　秀　明
	 	 土　師　　　務

	 	 横　田　吉　雄
	 47	 石　井　良　和
	 	 伊　藤　義　孝
	 	 高　橋　達　志
	 	 三　宅　　　通
	 	 湯　浅　英　一
	 49	 髙　柳　　　繁
	 	 松　井　孝　二
	 50	 寺　田　　　翌
	 51	 小　野　　　誠
	 	 三　宅　宏　和
	 53	 勝　山　佳　明
	 	 高　林　博　文
	 	 鳥　越　浩　二
	 	 前　田　康　雄
	 54	 木　村　雅　彦
	 	 豊　岡　秀　樹
	 57	 波多野　和　彦
	 58	 須　江　隆　行
	 60	 織　田　耕　治

電子工学科
昭和	47	 浅　野　光　雄
	 	 大　月　　　修
	 	 近　藤　　　覚
	 	 三　宅　正　保
	 48	 井　関　賢　治
	 	 中　川　健　一
	 49	 為　房　　　茂
	 51	 常　広　隆　司
	 	 松　林　聖　一
	 52	 松　宮　　　功
	 53	 児　玉　信　一
	 54	 原　田　士　郎
	 55	 妹　尾　政　明
	 58	 信　定　俊　英
	 60	 中　尾　直　樹
平成	2	 塚　本　和　宏

電気電子工学科
平成	3	 田　井　政　博
	 6	 川　西　紀　昭
	 9	 岡　田　武　典
	 10	 安　西　康　志
	 11	 野　崎　昌　宏

大学院　電子工学専攻
昭和	54	 岡　田　安　晴
	 56	 高　田　　　巧

大学院　前博　電子情報システム工学専攻
平成	28	 菅　井　良　祐

工業化学科
昭和	39	 菊　地　俊　二
	 	 清　水　万　平
	 	 冨　永　昌　和
	 	 坂　東　靖　夫
	 	 松　林　　　宏
	 	 山　本　浩　平
	 	 吉　尾　哲　夫
	 40	 畑　本　　　一
	 	 安　井　茂　男
	 43	 赤　井　　　浩
	 	 白　石　良　二
	 	 椿　　　一　夫
	 	 藤　原　正　彦
	 44	 藤　本　武　夫
	 45	 尾　坂　明　義
	 	 村　上　有　司
	 46	 玉　田　三　山
	 	 鳥　居　　　勝
	 	 内　藤　達　夫
	 	 中　村　一　生
	 	 難　波　正　己

	 47	 日　下部　正良
	 48	 松　浦　洋　治
	 49	 作　本　博　則
	 50	 大　熊　成　人
	 	 長　野　和　秀
	 52	 柴　田　告　芳
	 	 渡　部　一　朗
	 53	 白　川　俊　文
	 	 徳　丸　裕　晃
	 	 山　本　幸　市
	 54	 篠　原　　　真
	 	 馬　場　正　之
	 	 福　永　一　郎
	 55	 日　笠　稔　也
	 56	 植　木　清　介
	 	 辻　田　博　志
	 57	 越　智　茂　文
	 	 壇　上　由　造
	 	 藤　林　昭　司
	 58	 福　田　　　智
	 	 森　崎　一　男
	 61	 菅　　　裕　明
平成	元	 上　田　幸　治
	 	 川　端　浩　二
	 	 辻　　　道　弘
	 	 沼　田　時　彦
	 2	 山　根　裕　行

合成化学
昭和	45	 片　山　　　光
	 	 鎌　木　史　朗
	 	 酒　井　貴　志
	 	 吉　川　誠　一
	 46	 森　　　繁　晃
	 47	 河　本　徹　夫
	 	 守　屋　寛　一
	 	 渡　辺　純　男
	 48	 片　山　光　男
	 	 名木田　正　男
	 	 𠮷　野　元　康
	 49	 生　田　福　郎
	 	 橋　本　　　健
	 50	 北　島　康　夫
	 	 三　木　篤　幸
	 	 山　根　英　利
	 51	 高　田　十志和
	 53	 小　島　　　淳
	 	 藤　井　清　司
	 54	 多　田　章　利
	 55	 大　坪　　　進
	 58	 西　田　良　祐
	 59	 河　本　真　作
	 	 山　本　眞　則
	 61	 中　村　俊　基
	 	 永　松　明　子
	 	 牧　野　　　功
	 62	 江　田　卓　司
	 	 大河内　尚　登
	 63	 布　川　隆　志
平成	元	 中　村　　　浩
	 	 民　部　佳　代
	 2	 福　寿　　　厚

精密応用化学科
平成	3	 川　手　　　修
	 	 平　野　　　茂
	 4	 重　岡　俊　昭
	 	 田　島　良　哲
	 5	 河　合　秀　樹
	 	 玄　場　昭　子
	 7	 原　口　　　敦
	 8	 生　越　正　恵
	 14	 泉　　　好　古

物質応用化学科
平成	18	 有　光　寛　髙
	 	 野　村　健　治
	 25	 中　尾　行　宏

化学生命系学科
平成	29	 平　岡　諒　也

大学院　工業化学・合成化学専攻
昭和	48	 野　上　潤　造
	 53	 今　林　頼　信

大学院　精密応用化学専攻
平成	6	 徐　　　光　亜

大学院　博前　応用化学専攻
平成	28	 田　中　伸　明

情報工学科
平成	3	 平　山　浩　二
	 	 藤　塚　謙次郎
	 5	 小　林　一　幸
	 7	 原　田　　　徹
	 12	 田　中　　　清
	 13	 重　岡　健　一
	 14	 吉　田　真　教

生物応用工学科
平成	5	 中　野　　　淳
	 7	 山　本　貴　志
	 10	 三　木　善　博

生体機能応用工学科
平成	7	 中　山　清　貴

生物機能工学科
平成	13	 吉　岡　朋　彦
	 20	 上　田　泰　徳
	 	 遠　部　圭　祐

システム工学科
平成	15	 福　森　嘉　孝
	 19	 五　島　壮一郎
	 20	 中　島　正　士
	 29	 秋　山　太　一

通信ネットワーク工学科
平成	19	 藤　原　康　行

旧職員
	 	 小　長　哲　郎
	 	 秦　　　正　治
	 	 阪　田　祐　作
	 	 福　井　　　廉
	 	 嶋　本　　　譲
	 	 金　谷　健　一
	 	 上　浦　洋　一
	 	 中　西　一　弘
	 	 大　岸　真　爾
	 	 平　井　竹　次
	 	 中　川　平三郎
	 	 宮　﨑　茂　次
	 	 高　橋　照　男
	 	 古　賀　隆　治
	 	 齋　藤　清　機
	 	 森　川　良　孝
	 	 岡　本　卓　爾
	 	 東　辻　浩　夫

◦平成 28 年度分
　	ご寄付者 450 名（匿名希
望 149 名）

◦平成 29 年度分
　	ご寄付者 436 名（匿名希
望 153 名）
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収 支 計 算 書一 般 会 計
平成29年４月１日から平成30年３月31日まで （単位：円）

収 支 計 算 書基金特別会計
平成29年４月１日から平成30年３月31日まで

（単位：円）

科　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 備　　　考
Ⅰ．収入の部

1.入 会 金 収 入 会 費 収 入 3,770,000 3,839,920 △ 69,920  ＠10,000×383名384名 ＠9,920×1名
2.寄 附 金 収 入 寄 附 金 収 入 806,000 883,860 △ 77,860  436名、931口
3. 雑　 収　 入 受 取 利 息 100,000 116,327 △ 16,327

同 窓 会 名 簿 代 0 5,000 △ 5,000 普通、郵貯、有価証券
当期収入合計（A） 906,000 1,005,187 △ 99,187
前期繰越収支差額 5,417,639 5,417,639 0
収入合計（B） 6,323,639 6,422,826 △ 99,187

Ⅱ．支出の部
1. 事　 業　 費 3,580,000 3,333,706 246,294

通 信 運 搬 費 1,063,000 1,022,358 40,642  会報郵送料　他
会　 議　 費 200,000 258,140 △ 58,140  学科連絡委員会　他
旅 費 交 通 費 100,000 53,380 46,620  関東支部同窓会
印 刷 製 本 費 1,537,000 1,368,619 168,381  会報　他
消 耗 品 費 10,000 4,908 5,092  製本テープ
助 成 金 支 出 600,000 565,221 34,779  関東・関西・岡山支部
同窓会活性化経費 60,000 60,000 0  HPメンテナンス
雑 　 　 費 10,000 1,080 8,920  振込手数料

2.学 科 事 業 費 1,191,000 1,236,000 △ 45,000
学 科 配 分 会 費 1,191,000 1,236,000 △ 45,000  412名　＠3,000円

3. 管　 理　 費 465,000 464,800 200 
業 務 委 託 費 400,000 400,000 0 （公財）岡山工学振興会
　 　 〃 　 　 65,000 64,800 200  小野高速印刷㈱：データメンテナンス

当 期 支 出 合 計C 5,236,000 5,034,506 201,494 
当 期 収 支 差 額A－C △ 4,330,000 △ 4,029,319 △ 300,681
次 期 繰 越 収 支 差 額B－C 1,087,639 1,388,320 △ 300,681

科　　　目 決　算　額 備　　　考
Ⅰ．収入の部

1. 雑　 収　 入 受 取 利 息 145,708 有価証券
当 期 収 入 合 計 A 145,708 
前 期 繰 越 収 支 差 額 3,147,934 
収 入 合 計 B 3,293,642 
当 期 支 出 合 計 C 0 
当 期 収 支 差 額 A － C 145,708 
次 期 繰 越 収 支 差 額 B － C 3,293,642 

⎧
⎨
⎩

同窓会会計報告（平成29年度）

（単位：円）

23



　岡山大学工学部同窓会報第30号をお届けいたします。OBの
方の職場紹介、ご退職される先生のご挨拶、学科近況、活発
な支部の活動紹介など、充実した内容となりました。ご多忙
の中、ご寄稿いただきました卒業生の皆さま、本学関係者の
方々に厚く御礼申し上げます。
　またこの一年の中で悲しいお知らせがありました。中島利
勝名誉教授と野木茂次名誉教授の訃報です。両先生ともに学
部長として工学部の発展にご尽力いただきました。謹んで中
島先生と野木先生のご冥福をお祈りいたします。

　今年四月からは「大学院ヘルスシステム統合科学研究科」
が新設され、工学部の一部の研究室が大学院ヘルスシステム
統合科学研究科に所属することとなりました。岡山大学工学
部をとりまく環境はどんどんかわってきております。同窓会
も取り巻く環境の変化に柔軟に対応しながら、また、これま
での歴史とつながりも大切にしながら在校生や同窓生にとっ
て魅力ある存在でいられるように活動をすすめてまいりま
す。引き続き同窓会へのご理解、ご支援を賜りますようお願
い申し上げます。

学内代表幹事　内田哲也（化学生命系学科）

工学部同窓会ではホームページを通じてみなさまにいろいろな情報をおとどけします。
ホームページを充実させるためにみなさまからの情報を募集しています。是非ご協力下さい。
例えばこんな情報を募集しています。
・同期会、研究室同窓会、など行事のお知らせ
・みなさまの近況
・同窓生の方がお持ちのホームページ（リンクさせていただきます）
・同窓生による寄稿（エッセイ、旅行記、写真などなんでも構いません）
※なお、情報を提供下さった方には、左写真にあります、「岡山大学グッズ」の中から
　いずれかを進呈します。
ホームページへのご寄稿、ご要望などはofst@cc.okayama-u.ac.jp宛にお願いします。

同窓会事務局より

支部活動の助成について
　次のとおり支部活動を助成します。幹事、あるいは岡山工学振興会内・岡山大学工学部同窓会（086－255－8311）へ御連絡ください。
⑴　 100人程度を超えるような支部が総会、懇親会等の活動を行う場合に助成する。
⑵　 通信連絡に必要な経費として、小野高速印刷㈱を利用した場合等の実費額と180円／人・回のいずれか安価な額を助成する。
⑶　懇親会等の会合に要する経費として50,000円／会を助成する。

同窓会報への寄稿などのお願い
　会員の方 の々寄稿、意見等をお寄せくださいますようお願いします。
●職場報告：600～1200字程度　●会員グループ報告：600～1200字程度　●最近の研究から：1200字まで（図・表を含む）
●会員短信：800字以内（近況、随想、会員や恩師への祝辞、思い出等）　●通信：400字以内
　いずれも写真（顔写真あるいは関連写真）を合わせてご提供ください。
　なお、いずれの寄稿につきましても、編集幹事一同の判断により、紙面の都合上内容を損なわない範囲で一部を変更、削除させ
ていただくこと、また極端に内容が不都合であるものについては掲載をしないこと、などをさせていただくことがありますので御
了承をお願いいたします。

工学部同窓会ホームページ　http://www.eng.okayama-u.ac.jp/alumni/index.html

寄附のお願い
　工学部同窓会は、皆様のお力添えに支えられ今日まで活動を
行ってまいりました。今後も活発な同窓会活動を継続するた
めには財務基盤の強化が急務であるため、昨年度に引き続き会
員の皆様に寄附のお願いをすることになりました。寄附は一口
1,000円からとさせて頂きますが、ご都合に応じ何口でも結構で
ございます。なお、寄附をお寄せ頂いた会員のお名前、卒業学
科（専攻）、卒業年度を会報に掲載させて頂きます。

　会員の皆様におかれましては、寄附の趣旨にご理解を頂き、
引き続きご協力を賜りたくお願い申し上げます。

ご寄附は下記宛でお願いいたします
郵便振替01270-4-5233　岡山大学工学部同窓会

＊ 通信欄にはご住所、お名前、電話番号、卒業学科（専攻）、卒
業年度、会報への氏名掲載の可否をご記入下さい。

編 集 後 記 F a c u l t y  o f  E n g i n e e r i n g  O k a y a m a  U n i v e r s i t y

■ 編 集 ・ 発 行： 岡山大学工学部同窓会事務局 〒700-8530 岡山市北区津島中3-1-1 岡山大学新技術研究センター内　TEL・FAX（086）255-8311
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